
4MでQCDを実現 製造業の仕事の流れから、改善可能な点を見いだす
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←
□ 量産からではなく、

試作段階から入れ
ないか?

↑
□ 試作を収益化で

きないか?

←
□ 設計を短期間に

できないか?
□ 試作段階から取

り組み、量産の前
工程を短縮でき
ないか?

↑
□ 不良品率を下げられないか?
□ 検査基準を高くできないか?
□ 検査工程を前倒しにできない

か?
□ メンテナンスも含めたサービ

スを提供できないか?

↑
□ 外注費を圧縮できないか?
□ 内製化できないか?

←
□ 短納期の外注先はないか?

↑
□ 材料単価を下げられないか?(材料支給も含めて)
□ ムダな材料を在庫していてないか?

↑
□ 過去の設計データを活用できる体制か?
□ 部品や材料の共通化ができているか?

↑
□ 単価アップなど価格転嫁/値上げの可能性はないか?
□ 他社が作れない特殊な製品はないか?

←↑
□ 工程にムリ・ムダ・ムラがないか?
□ 5S(整理・整頓・清掃・清潔・躾)が行き届いているか?
□ 仕掛品や材料がたまっていないか?
□ 工程とモノの流れが合っているか?
□ 現場の改善活動ができているか?
□ 工程は「見える化」されているか?
□ 光熱費などの削減余地はないか?
□ 廃棄物を減らせないか? 廃棄物を有価にできないか?

←↑:改善の方向

【”つくる”４要素】
方法/技術（Ｍethod）
機械設備(Machine）
原材料(Material）

作業者(Man）

４Ｍ

↑
□ 材料単価を下げら

れないか?

↑
□ ムダな設備投資になっていないか?
□ 遊休設備・遊休不動産などはないか?
□ ロボット、AI、IoTなどに取り組んでいるか?
□ 省力化、自動化などの設備投資をしているか?

↑
□ 次につながる研究開発を続けているか?(失敗も可)
□ 研究開発が量産に生かされているか?
□ 特許や営業秘密で、技術を保護しているか
□ 熟練工の属人的ノウハウを、見える形で伝えているか?
□ 多能工化、機械の多台持ちが進んでいるか?

↑
□ 営業と生産現場/開発現場が連携しているか?
□ 取引先の今後の動向を収集しているか?
□ 単価交渉など、既存取引先からの売上拡大活動ができているか?
□ 新規顧客の開拓やニーズ収集ができているか?
□ 海外の顧客への対応ができているか?
□ 他社との違いを明確に営業できているか?↑

□ 事務の都合で、生産現場に影響が出ていないか?
□ 効率的な事務管理ができているか?
□ 定型業務を、簡易化する取り組みはできているか?
□ この先の資金繰りを把握できているか?
□ 借入金の返済に負われていないか?
□ 債務償還年数を把握し、その短縮のための取組みは?

↑
□ 実際原価の管理ができているか?
□ 工程別の費用が把握できているか?
□ 省エネや廃棄物の対策はできているか?
□ 多品種少量生産に対応できるか?
□ ISO認証取得はできているか?
□ 見込生産、計画生産、特急生産などの工夫は?

↑
□ 人事評価制度、人材育成制度、退職金制度など、人の仕組みが整っているか?
□ 他社との連携・協力ができているか?
□ 長期的なビジョンや中期計画があるか? 共有できているか?
□ 事業承継(M&A含む)の計画があるか?
□ 信頼できる支援機関があるか? 補助金等の支援策を活用しているか? 
□ BCPを策定し、万が一の発災時にも、早期復旧ができる体制になっているか?

請
求

入
金

←
□ 請求から入金ま

での期間を短く
できないか?

【”欲しい”３要件】
品質(Quality）
コスト(Cost）

納期（Delivery）

ＱＣＤ

①川下製造業者等ニーズ→②目標→③課題

④目標達成の取組→⑤課題の解決方法

←
□ 現在の設備の修繕で、スピードアップは?
□ より早い、より不良が少ない設備はないか?
□ 設備間の自動搬送など、人が介在しない方法

はないか?
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